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第 33 話主⼈公 今泉 光華 

（筑波⼤学 社会・国際学群 国際総合学類 4 年 ⽩川（直）研究室『川と⼈』ゼミ） 
 

（■川ガール・□川系男⼦） 

（出⾝地を流れる川：秋⽥県横⼿川） 

「横⼿川を下って」 

いつのこと？：⼩学校５年⽣の頃 

どこの川？： 横⼿川 
 
  

私の⼩学校では、五年⽣になると学年全員で川下りをします。たくさんのペットボトルを束ね

ていかだを作り、それに乗って横⼿川を下ります。４⼈ずつの班に分かれ、同級⽣と⼒を合わせ

ていかだを作りました。4 ⼈乗りのいかだを作るために、材料のペットボトルを集めるだけで数

ヶ⽉かかりました。それからガムテープやひもなどを使ってペットボトルを束ねていきます。地

道な作業でも、このいかだに乗って川下りをするところを想像すると胸が弾みました。プールで

の試運転では、期待と不安の⼊り交じった思いでいかだを浮かべました。班員全員が乗るまでは

よかったのですが、やがてひもが緩んだのか、ペットボトルが⽔⾯に散らばりだしました。あわ

ててペットボトルを拾い集めプールサイドにあがったときには、みんな体育着をびしょびしょに

濡らしていました。しかし、いかだがばらばらになっても、みんなずっと笑っていました。友達

と⼒を合わせていかだを作り、プールに浮かべ、失敗する。そのすべてが初めての経験で、みん

な楽しくて仕⽅がなかったのだと思います。 

１１⽉、いよいよいかだを川に浮かべる⽇がやってきました。同級⽣たちはめいめいに下流へ
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と漕ぎ出していきます。私の班も、ひんやりとした⽔に⾜を浸し、みんなでいかだを押しました。

そして⼀⼈、また⼀⼈といかだに乗り込みます。最後に私が乗ると、いかだは⼀瞬沈み込んだも

のの、次の瞬間には⽔流に乗って川を下り始めました。初めての川下りはなんとも不思議な⼼地

がしました。川から⾒ると、⾒慣れているはずの街並みがまるで違った⾵景に⾒えます。毎⽇学

校へと渡る橋を、今は⾒上げながら潜り抜けていきます。私は晩秋の寒さも忘れて⾒⼊っていま

した。学校と家と習い事だけだった⾃分の世界が少し広がったように思えました。 

 

中学⽣になると、横⼿川に⾯した図書館が私の憩いの場所になりました。特に、窓際の席で川

のせせらぎを聞きながら読書をするのが好きでした。そうすると本の世界にすっと⼊っていくこ

とができ、気のすむまで読みふけることができました。 

⾼校⽣になって通学路が変わっても、くさくさした気分の時には川に⾜を運ぶようになりまし

た。⾼校３年⽣のとき、毎⽇の受験勉強の疲れから川沿いをひたすら⾃転⾞で⾛ったことを覚え

ています。⾃転⾞をこぎながらひたひたと流れる川⾯を⾒ていると、⾃然と気持ちが和らいでい

くのがわかりました。 

 

⼤学進学のために家を離れてからは、川を⽬にすること⾃体が減っていきました。私の住む学

⽣宿舎付近には川がないからです。⽇々の中でふと感じる物⾜りなさや寂しさは、初めての⼀⼈

暮らしのせいだけではないかもしれません。 

私にとって川は⾝近にありながら現実を忘れさ

せてくれる存在でした。川を眺めることでいったん

肩の荷を下ろし、⽇常を忘れることで、また現実に

向き合うことができたのだと思います。 

私は来年の春に⼤学を卒業し、新しい⼟地で働く

ことになります。これから先転勤を繰り返していく

ことになりますが、また川の近くに住むことができ

たらと思います。新しい環境や仕事に疲れた時、ふ

と川に⽴ち寄ることができたら、また明⽇から頑張

れそうな気がします。                  撮影：2017 年（秋⽥県横⼿市横⼿川） 
 

今回をもちまして、「あの⽇のあの川 リレー⽇記」は隔⽉での連載となります。 
（次号は１２⽉号にて⽥川さんにバトンを託します） 


